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午後１時００分開会 

 

○教育長 皆様、大変お待たせいたしました。本日は

大変お暑い中、多数の傍聴人の皆様にお越しいただ

きました。本当にありがとうございます。 

  会議に先立ちまして、傍聴人の皆様に申し上げま

す。会議中の撮影や、録音につきましては、委員の

自由な意見、協議を妨げる可能性がありますので、

禁止とさせていただきます。撮影や録音、その他、

議事進行の妨げとなる妨害行為があった場合は、足

立区教育委員会傍聴人規則により退場していただき

ますので、ご注意いただければと存じます。 

  それでは、ただいまから本年第８回足立区教育委

員会定例会を開会いたします。 

  本日の出席委員数は定足数であります。よって、

会議は成立いたします。 

  これより審議に入ります。 

 

────────◇──────── 

 

○教育長 初めに、会議録署名員の指名をいたします。 

  本日の会議録署名委員に、小関委員、早川委員を

ご指名いたしますので、よろしくお願い申し上げま

す。 

  それでは、日程第１、第５４号議案を議題としま

す。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第１、第５４号議案「足立

区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会から

の答申の受理について」以上。 

○教育長 第５４号議案について、上遠野子ども家庭

部長から説明をお願いします。 

  子ども家庭部長。 

○子ども家庭部長 資料の３ページをお開きください。

第５４号議案の説明資料でございます。件名、所管

部課名は記載のとおりです。教育・保育施設等に係

る第２子の保育料の無償化について、足立区子育て

支援サービス利用者負担適正化審議会に諮問をいた

しました。項番２に記載のとおり、２回の審議を経

まして、項番３、４ページにございますとおり、答

申書が提出されました。内容は、第２子の保育料に

ついて無償相当とするべきであるということでござ

います。項番４「今後の方針」ですが、審議会の答

申を踏まえ、教育委員会でご審議いただき、議決を

経まして、令和５年第３回足立区議会定例会に、利

用者負担に関する条例改正案を提出する予定となっ

ております。私からの説明は以上でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

○教育長 ありがとうございました。ただいま説明が

ありましたので、これより本案の審議に入ります。

第５４号議案について、ご意見、ご質問がありまし

たら、委員のご発言をお願いいたします。何かご質

問、ご意見ございますか。 

○教育長 倉橋委員。 

○倉橋委員 第２子のとなっていますが、第２子のみ

ですか、それとも第２子以降、第３子も第４子もと

いうことですか。 

○教育長 子ども政策課長。 

○子ども政策課長 今現在、第３子以降については、

既に無償になってございます。第２子は今、半額と

いう形になっておりまして、その半額を無償にする

というものでございます。 

○倉橋委員 ありがとうございます。 

○教育長 よろしいですか。ほかにご質問は。 

  小関委員。 

○小関委員 東京都が始めたから足立区も続いて、と

いう形になっているのでしょうか。そこのところを

教えてください。 

○教育長 子ども政策課長。 

○子ども政策課長 基本的に幼児教育の無償化につき

ましては国の制度という形になってございまして、

一定の補助が国と都から現状、出ております。今回、

今年度の１０月から、それに上乗せをする形で、東

京都が第２子の保育料の部分に都として出すという

形になりましたので、それを活用して足立区のほう

で第２子の無償化をするという形になります。 
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○教育長 ほかにご質問はございますか。大丈夫でし

ょうか。 

  ないようでございますので、これより第５４号議

案「足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審

議会からの答申の受理について」を採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに賛成の方の挙手

を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案

のとおり議決することにいたします。 

  上遠野子ども家庭部長、安部子ども政策課長につ

きましては、当議案の審議をもって、退席とさせて

いただきます。 

  それでは、議事を再開いたします。 

  次に、日程第２、第５５号議案を議題といたしま

す。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策係長 日程第２、第５５号議案「令和６年

度足立区立小学校使用教科用図書の採択について」

以上。 

○教育長 第５５号議案について、岩松教育指導部長

から説明をお願いします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 恐れ入ります。お手元の資料９ペー

ジをお開きください。第５５議案「令和６年度足立

区立小学校使用教科用図書の採択について」ご説明

をさせていただきます。こちら、義務教育諸学校の

教科用図書の無償措置に関する法律及び同施行令に

基づきまして、令和６年度から、足立区立小学校で

使用する教科用図書を採択する必要がございます。

文部科学省から通知されました、小学校用教科書目

録（令和６年度使用）に登載されている教科書のう

ちから採択を頂きます。採択に当たりましては、小

学校全６７校から各教科の研究報告書の提出を受け

た後、副校長、教員で構成する、教科用図書調査委

員会での調査、研究を経て、小学校長３名、中学校

長１名、小学校の保護者代表４名、計８名で構成す

る教科用図書審議会がさらなる検討をいたしました。

そしてこのたび、同審議会から提出された採択資料

を受けまして、令和６年度小学校使用教科用図書、

１１教科１３科目の採択をお諮りするものでござい

ます。 

  項番３でございます。これまでの教科用図書の調

査・研究における検討経過をご説明いたします。足

立区立小学校使用教科用図書採択要綱に基づきまし

て、５月１１日に区内小学校６７校に、研究報告書

の作成を依頼いたしました。それと並行して、教科

書展示会も開催をいたしました。教員向けの展示会

につきましては、区立小学校７か所で５月１２日か

ら５月２９日まで開催いたしまして、多くの教職員

の皆様に御覧いただきました。また、一般の方向け

の教科書展示会につきましては、区役所の本庁舎１

階、また「こども支援センターげんき」の１階にお

きまして、６月５日から６月２８日まで、計２４日

間開催をいたしました。この展示会は、地域住民の

方が教科書に触れる機会をつくり、教科、それから

教科書について理解を深めていただくことを主な目

的としております。多くの区民の皆様にご来場いた

だきまして、展示会で一般の方々にご記入いただき

ましたアンケートにつきましては、調査委員会の委

員、審議会委員、教育委員会に取りまとめたものを

お渡ししております。 

  教科用図書調査委員会が専門的な立場から調査研

究をまとめた調査報告書を受けまして、７月４日、

１１日に、教科用図書審議会におきまして、各教科

の調査委員長にヒアリングを行いました。その後、

７月１８日、２４日、２８日に開催されました、教

科用図書審議会でさらなる検討を行いまして、最終

的にまとめられた採択資料が８月２日に教育委員会

に提出されました。事務局から委員の皆様に、この

採択資料を送付させていただいております。私から

は以上でございます。 

○教育長 ありがとうございました。ただいま説明が

ありましたので、これより本案の審議に入ります。

議事進行に当たりまして、採択の進め方に対するご

意見、または総合的なご質問などがありましたら、
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ご発言いただきたいと思います。 

  小関委員。 

○小関委員 審議の進め方について、提案がございま

す。各委員とも、各学校から上がった研究報告書、

展示会アンケート資料、審議会からの採択資料等、

十分読ませていただきました。４年前の学習指導要

領の改定で採択された現在の教科書を念頭に、全て

の教科書を調査してきました。各社とも改善が図ら

れ、大変特徴が見られます。学校現場もここ４年間、

コロナの影響がありながら、授業が変わり、足立区

の教育課題である学力向上においても改善が見られ

ていますが、教員の働き方に対する考えや、ＩＣＴ

環境なども大幅に変わり、前回の採択の状況とは変

わってきていると思います。そこで、本日の採択は、

各委員がこれまでの経験等も踏まえ、自分自身の考

えを持ってこの委員会に臨んでおりますので、各教

科書について意見を出し合った上で進めていくべき

だと思いますが、いかがでしょうか。 

○教育長 ありがとうございました。今、小関委員か

ら採択の進め方についてご提案いただきました。各

委員がこれまで、どのような視点を重視して検討さ

れてきたのかということも含めて、ご意見があれば

お願いをしたいと思います。 

  早川委員。 

○早川委員 私も教育委員として、この教科書採択に

十分に時間を使ってまいりました。今回に当たりま

して、やはりデジタル教科書ということが英語だけ

でなく、ほかの教科書でも取り入れられたりとか、

逆にデジタルに変えないほうがいいという部分もあ

りますので、そこに関しては、一生懸命やってきた

つもりでおりますので、皆さんの意見を出し合って

進めたいと思います。よろしくお願いします。 

○教育長 ありがとうございます。倉橋委員はいかが

でしょうか。 

○倉橋委員 私は、初めてこの教科書採択に関わらせ

ていただきます。これまで膨大な資料を読ませてい

ただきました。最近は、足立区の全ての子どもたち

にタブレットの貸与がなされる中、全ての教科書に

デジタルコンテンツが充実していると感じています。

今日は私なりに、この足立区の子どもたちに適した

教科書を採択できるよう発言をしていきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○教育長 ありがとうございました。私も、足立区の

児童の発達の段階ですとか、子どもたちにとって一

番分かりやすい教科書ということ、また教員が系統

立てて指導できるかなども、足立区の実態に合わせ

た教科書を選ぶことを第一に考えてまいりましたの

で、各委員のご発言に同意をいたします。 

  それでは、第５５号議案、「令和６年度足立区立

小学校使用教科用図書の採択について」、私も含め

た委員全員の意志に基づき採択することにいたしま

す。これより、１１教科１３科目の教科書を審議い

たしますが、教科別、科目別に質疑あるいはご意見

を出していただき、逐次決定することにいたします。

それぞれの委員の方のご協力をよろしくお願い申し

上げます。 

  それでは、まず教科国語、科目国語について、審

議をいたします。発行者は、東京書籍、教育出版、

光村図書、以上３者でございます。質疑、またはご

意見がありましたら、委員のご発言をお願いいたし

ます。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は、東京書籍を推薦したいと思います。

単元の最初に、どのようなことを学ぶかということ

を意識させることで、子どもたちは理解しやすい構

成になっていると感じました。また、MIMを動画で扱

っているところがとてもいいなと思いました。１年

生だけなのですが、「ねこ」と「ねっこ」というよ

うに間違いやすい発音をしっかりと動画で見せてい

ることによって、より子どもたちが理解しやすいの

ではないかと感じます。 

  また、３年下巻の付録なのですが、点字表は全て

の教科書に載ってはいるのですが、突起させている

のは東京書籍だけでした。子どもたちが直接触るこ

とで、目の見えない方が、どのようにして文字を理

解しているのだということを直接肌で感じられるの
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ではないかというふうに思い、子どもたちが興味を

持ちやすいかなと思ったところです。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかに、ご意見。 

  早川委員。 

○早川委員 私は、光村を選びました。倉橋委員がお

っしゃったように、MIMを取り入れてくださっている

東書のこともすごく評価はしておりましたが、私の

中では光村が上回りました。どういう点かといいま

すと、足立区では、足立スタンダードを目標に、先

生方の個性に関わらず、子どもたちが学習活動に取

り入れるように心がけてまいりました。実際に足立

区の国語の学力調査結果は、各学年、全国値を上回

ってきています。それを踏まえて、さらに深めるた

めには、語彙力の質、それから語彙力の量がとても

大切だと思っております。ある意味、国語というの

は全部の科目に通じる最初の一歩なので、語彙力。

英語にも通じますよね。語彙力をすごく大切にした

いと思っております。光村のテキストには語彙力と

いう別冊があるように、力を入れているということ

がよく分かります。ぜひ光村の図書を使ってもらい

たいなと私は思っております。さらにステップアッ

プしてほしいです。よろしくお願いします。 

○教育長 ありがとうございました。ほかには。 

  小関委員。 

○小関委員 先ほども申し上げたように、今現在使っ

ている教科書と比較しながら話をさせていただきた

いと思っています。現在使われているのは教育出版

ですが、単元の扉の「学習のめあて」から、本文、

「学習のてびき」「確かめよう」「詳しく読もう」

「まとめよう」「伝え合おう」それから、「振り返

ろう」「ここが大事」という構成は、どう学んだら

よいかという点では非常に分かりやすいものになっ

ていると思います。また、下段のヒントが自主的、

自発的な学習を促せるのではないかと考えられてい

るとは思いますが、私は個人的に、ちょっと多すぎ

るのではないかと思いました。もう少し子どもたち

に考えさせ、答えに導くというほうがいいのではな

いかと思いました。 

  先ほどお話があったように、足立区の国語の学力

が、各学年とも全国値を上回っていて、よくなって

きています。しかし学習の内容のうち、「書く」こ

とについて課題があることが分かってきております。

そのため、早川委員からもお話があったのですが、

語彙力を高めて、文章にまとめて伝えようという能

動性を持たせる体験的な学習が求められています。

その点、光村は語彙力の育成のために巻末に、「言

葉の宝箱」、「伝え合うための言葉」、そして「学

習に用いる言葉」としてまとめられている点と、ほ

かの教科書にはないのですが、「書く」ことのアイ

スブレイク教材により、書いて交流する面白さを味

わうといったとても意欲的に書く素地をつくる教材

が組み込まれている点を、私は非常に評価をしてお

ります。 

  そして、単元扉の見通しの下で、これも新設の、

「問いを持とう」そして「目標」、「捉えよう」、

「深めよう」、「まとめよう」、「広げよう」。最

後に「振り返ろう」で、評価の３つの観点で、自己

評価をして身につけた力を自覚することを、子ども

たちができるのではないかと思います。そして、読

み物の材料にとても新しいものが入っているという

点も、評価ができると思います。以上の点から、先

ほど早川委員からもあったように、今の足立区の子

どもたちより、よりステップアップするためにも、

光村の教科書を推薦したいと思っています。以上で

す。 

○教育長 ありがとうございました。私でございます

が、私も光村図書を推薦いたしたいと思っています。

今、小関委員のお話の中でありましたが、今回、問

いを持とうということで、問いを持たせて本文を読

んでいく。これが非常に大事なところなのかなとい

うふうに思います。漠然と考えるだけでなくて、問

いを持ちながら文章を読んでいく。これが非常に有

効ではないかなと考えています。また、教科書の構

成についても、まず巻頭に、どのように学んでいく

のか、学習の流れが見開きで説明されており、非常

に分かりやすいなと考えました。また前の学年で学
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んだことと、今年度学習する事項が結びつけられて

おりまして、今までの学びと、今年度学んでいくの

がどういう形でつながっているのかということが、

理解をしやすいと考えました。 

  また、先ほど「言葉の宝箱」ということで語彙の

表現がありましたが、その裏面には思考ツールをま

とめた「図を使って考えよう」というコーナーがあ

り、これは、ほかの教科も含めて、日常生活でいろ

いろな考えをまとめるときに使えてすごく便利では

ないかと考えたところでございます。以上の理由で、

光村図書を推薦したいと考えております。ほかには

ご意見、大丈夫でしょうか。 

  それでは、教科国語、科目国語について、採択を

いたします。たくさんご意見を頂きましたが、それ

ぞれ総合的にご判断いただきまして、挙手をもって

決定していきたいと存じます。お１人、１発行者に

挙手をお願いしたいと思います。最初に、東京書籍

を採択することに賛成の方の挙手を求めます。１名

です。続いて、教育出版を採択することに賛成の方

の挙手を求めます。０名です。続いて、光村図書を

採択することに賛成の方の挙手を求めます。３名で

ございます。東京書籍が１名、光村図書が３名とい

うことで、光村図書を採択することに決定をいたし

ます。 

  次に、教科国語、科目書写について、審議をいた

します。発行者は、東京書籍、教育出版、光村図書、

以上３者でございます。質疑、またはご意見があり

ましたら、ご発言をお願いいたします。 

  早川委員、お願いします。 

○早川委員 ３者検討させていただきました。３者と

もに、書く力、それから姿勢までよく書かれており、

書く力を伸ばす配慮もされていると感じましたが、

特に私は東京書籍を推薦します。理由は、１年の最

初の、鉛筆の持ち方から、右手持ちと、それから同

様の大きさを割いて左手持ちが書かれているところ

です。習字のところでも、そういう工夫があったと

思います。単純に、書写を学ぼうという気持ちが、

興味を持って湧かせられるように、１年生のときか

らされていると思って、東書を推薦いたします。以

上です。 

○教育長 ありがとうございます。ほかにご意見は、

いかがでしょうか。 

  小関委員、お願いします。 

○小関委員 私は、国語の教科書と同じ光村図書を推

薦いたします。先ほどお話があったように、３つの

教科書会社、それぞれ「書く力」に力を入れて、そ

こを引き出せるような工夫がされているのですが、

光村は見開きページの構成が一貫していて非常に分

かりやすいので学習しやすいのではないかと思って

います。 

  ３年生からの構成なのですが、左のページ全面で

教材文字。そしてその上に二次元バーコード。右側

のページでは、上段で書き方の実践例、そして下段

で、ちょっと字が小さいのですが、「ねらい」と学

習の進め方として、「考えよう」「確かめよう」「生

かそう」。それから「大切」でポイントを確認でき

ることになっています。 

  それから、ほかの会社にはないのですが、必ずペ

ージの下に、硬筆も練習できる箇所がありまして、

これもやはり特徴的なものだと思っています。二次

元バーコードがついていますので、何遍も何遍も自

宅でも練習ができることも、評価ができるものと思

っています。 

  それと最後に、６年生だけなのですが、書写ブッ

クがついていまして、学習の場面や日常生活で生か

せられるように書写の要点がまとめられている点も

特徴的であり、光村を推薦したいと思っています。

以上です。 

○教育長 ありがとうございます。ほかにはあります

でしょうか。 

  倉橋委員、お願いします。 

○倉橋委員 私は教育出版を推薦させていただきます。

３社とも甲乙つけがたいというか、それぞれに工夫

がされていました。私の子どもたちの話なのですけ

れども、小学生の頃の冬休みには書き初めの宿題が

出ていました。そのときに、一番苦労していたのが
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平仮名の書き方だったと記憶しております。平仮名

の滑らかさが、なかなかうまくかけなかったという

ことをよく覚えているのですが、教育出版は、平仮

名の書き方を丁寧に説明していると感じました。片

仮名、漢字はそれぞれに書き方を、まとめなどを使

いながら説明をしていたのですけれども、平仮名の

書き方が丁寧と感じましたので、教育出版を推薦さ

せていただきます。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。私でございます

が、本当に各社の教科書を調べて、よくできている

なということで、正直非常に迷いました。ただ、３

社を比べる中で、光村図書を以下の理由で推薦した

いと思います。巻頭に学習の進め方というのが掲出

されておりまして、取組の視点を意識して学習を実

践しやすいのかなということと、先ほど小関委員か

らもお話がありましたが、単元ごとに、狙いと学習

の進め方といったものが明示されておりまして、非

常に分かりやすい構成となっておりました。また、

重要な点が、ページの下部に「大切」という記号と

ともに記載されており、ポイントを意識した学習が

できるのではないかと思いました。こういった点を

勘案いたしまして、光村図書を推薦いたしたいと考

えております。 

  ほかはご意見、大丈夫でしょうか。 

  それでは、教科国語、科目書写について、採択を

いたします。お１人、１発行者に挙手をお願いいた

します。最初に、東京書籍を採択することに賛成の

方の挙手を求めます。１名でございます。続いて、

教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。１名でございます。続いて、光村図書を採択す

ることに賛成の方の挙手を求めます。２名でござい

ます。東京書籍が１名、教育出版が１名、光村図書

が２名ということで、光村図書を採択することに決

定いたしました。 

  次に、教科社会、科目社会について審議いたしま

す。発行者は、東京書籍、教育出版、日本文教出版、

以上３者です。質疑またはご意見がありましたら、

ご発言をお願いいたします。 

  小関委員。 

○小関委員 学習指導要領に記載されている社会科の

目標なのですが、社会的な見方、考え方を働かせて、

課題を追求したり解決したりする活動を通して、学

習をしていくと書かれてあります。どの教科書も、

学習の進め方として、つかむ、そして調べる、まと

める、最後に、つなげるという構成ですが、その中

で、３年生から社会の学習が始まるのですが、現行

の日文は、身近な地域や自分たちの市の導入で、姫

路市を扱っていて、つかむ、調べる、まとめるとい

う基本的な学習が、３年生の段階でしっかり身につ

くと思いました。 

  写真に登場する人物もとても新しくて、身近に感

じる内容で、すごく親近感を感じました。また、単

元ごとに見方、考え方が示されていて、６人の児童

の話し合いの結果、学習課題が設定されて、予想し

た後に学習の計画がつくられる構成になっています。

現行よりも、大幅に改訂されて、本文の文体も非常

に大きく、太くなって、背景に色がついていまして、

分かりやすくなっていて、私はとてもすばらしいと

思いました。 

  最後のまとめ方が、東京書籍が本当にすっきりし

ていて、とても丁寧だと思ったのですけれども、日

文は、学習問題や学習課題についてのノートとかカ

ードに私の考えの手書きの例が示されていて、自分

がまとめるときの参考になると思いました。また、

二次元バーコードがＮＨＫなどとコラボしていまし

て、特に動画は興味深く、ドラマを見ているような

感じで、見ていてとても楽しかった記憶がございま

す。以上の点から、現行の日文、そのまま継続して

いくのがいいのではないかと思い、推薦したいと思

っています。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかには、いか

がでしょうか。 

  早川委員、お願いします。 

○早川委員 結論から言うと、私は東京書籍を推した

いと思います。先ほど小関委員がお話しされたよう

に、社会科の学習はやはりつかんで、調べて、まと
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めて、それをつなげるというものの繰り返しだと思

うのですが、東京書籍は単位時間ごとに、何をつか

んで調べる、まとめるということが順番に明記され

ていて、子どもたちが教科書どおりにやっていくと、

自然と力がつくという方法がすっきりまとまってい

るように思い、東京書籍を推しました。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。 

  倉橋委員、お願いします。 

○倉橋委員 私は、日本文教出版を推薦します。６年

生の教科書なのですが、足立区役所や議会について

約６ページにわたって掲載をしております。自分た

ちの地域のこと、また区のことなので、６年生は学

習の意欲がより湧くのではないかというふうに感じ

ました。また、要所要所で、ＳＤＧｓについてもし

っかりと考えるとともに、巻末のシールを使用する

ことで、意識を高める工夫をしているところも良い

と感じました。なので、私は日本文教出版を推薦さ

せていただきます。 

○教育長 ありがとうございました。私でございます

が、私も日本文教出版を推薦したいと思います。今、

お話があったように、６年生で足立区のことを６ペ

ージにわたって丁寧に本当に取り上げていただいて、

子どもたち、自分が住む自治体の話として興味深く

学習ができるということももちろんなのですが、本

文の構成が、見開き２ページの左側に、私たちの問

題ということで、疑問点が示されておりまして、問

題意識を持って学ぶことが可能になっていると思い

ます。また、文字の部分についても、先ほど太くな

ってということもありましたが、背景の色分けもさ

れているということで、本文とその他の部分が一目

瞭然で分かるという構成になっておりまして、非常

に分かりやすいのではないかと考えました。また、

未来につなげる私たちのＳＤＧｓというページがあ

りまして、そこも非常に分かりやすくて、子どもた

ちの課題となっているＳＤＧｓに親しんでくれる、

身近に感じさせるような内容になっていると感じて

おります。以上より、私は日本文教出版を推薦いた

したいと思っております。 

  ほかにご意見は、大丈夫でしょうか。 

それでは、教科社会、科目社会について、採択を

いたします。お１人、１発行者に挙手をお願いいた

します。最初に、東京書籍を採択することに賛成の

方の挙手を求めます。お１人でございます。続いて、

教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。０人でございます。続いて、日本文教出版を採

択することに賛成の方の挙手を求めます。３人でご

ざいます。東京書籍が１名、日本文教出版が３名と

いうことで、日本文教出版を採択することに決定い

たします。 

  次に、教科社会、科目地図について、審議をいた

します。発行者は、東京書籍、帝国書院、以上２者

でございます。質疑またはご意見がございましたら、

ご発言をお願いいたします。 

  早川委員、お願いします。 

○早川委員 ご存知のように、地図帳というのは社会

科をはじめとした授業などで関係のあるところを自

分で調べて、勉強していくためのものだと思うので

すが、この帝国書院さんの地図帳は大変すばらしく

質が高くて、子どもたちの興味を湧くようなつくり

になっております。その点で、私は現行の帝国書院

で推薦いたします。 

○教育長 ありがとうございます。ほかには。 

  小関委員、お願いします。 

○小関委員 私も帝国書院を推したいと思っておりま

す。何しろ圧倒的に分かりやすい地図だなと思って

おりまして、例えば瀬戸内海周辺だとか、京阪神、

大阪市中心部、中部地方南部、それから自動車産業

の盛んな愛知県のクローズアップ等、大きくなって

いる地図がとても多く入っており、本当に子どもた

ちの興味を引くのではないかと思っています。それ

から、地図マスターが出てきて、出題される問題が

とても的確ではないかと思っています。そして、自

然災害や防災をかなり多く扱っているという点でも、

とても評価できるのではないかと思いますので、帝

国書院を推したいと思います。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。続いて私でござ
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いますが、私も帝国書院を推薦したいと思います。

ページの巻頭のほうに、地図の成り立ちですとか方

位、地図記号のことなど、地図を読むための基本的

な事項が非常に分かりやすく記載されていると思い

ます。地図帳の使い方についても非常に丁寧に説明

されておりまして、児童も興味を持って地図帳を使

うことができる工夫がされているのではないか考え

ます。また、巻末に資料図や統計が出ているわけで

すが、これも多角的な側面から物事を考えるヒント

になっておりました。また、全てではないですが、

江戸時代の地図も記載されておりまして、日本の歴

史の視点から地図を見る楽しさみたいなものを体験

できる工夫がされておりまして、非常にいい地図帳

ではないかと思います。 

  ほかには大丈夫ですか。 

それでは、教科社会、科目地図について採択をい

たします。お１人、１発行者に挙手をお願いいたし

ます。最初に、東京書籍を採択することに賛成の方

の挙手を求めます。挙手０人でございます。続いて、

帝国書院を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。４人でございます。帝国書院が４名ということ

でございまして、帝国書院を採択することに決定い

たします。 

  次に、教科算数、科目算数について、審議をいた

します。発行者は、東京書籍、大日本図書、学校図

書、教育出版、啓林館、日本文教出版、以上６者で

ございます。質疑またはご意見がありましたらご発

言をお願いしたいと思います。 

  小関委員、お願いします。 

○小関委員 正直なところ、現行の教育出版と、東京

書籍とで悩みました。現行の教育出版が、単元の導

入では身近な題材から算数の問題を発見して、問題

解決の学習へとつながる構成になっていて、図や活

字が大きく、とても見やすい点がよかったと思いま

す。さらに、小学校で一番定着が難しいと言われて

いる単位量当たりの大きさ、そして割合、そういっ

た例が多く出され、とても分かりやすく解説されて

いると思いました。 

  それに対して東京書籍は、単元冒頭の単元プロロ

ーグでは、学校や日常生活との関連を重視した場面

設定、そして既習の振り返り等を通して、解決した

い課題を明確にしてから単元の学習をスタートさせ

ています。また、「今日の問題」ごとに「めあて」

と「まとめ」がきちんと記載されていて、練習問題、

「学習の仕上げ」で定着を確認して、「つないでい

こう算数の目」で、学習した内容を説明する活動。

そういった構成が評価できる点と思いました。 

  そして、これも定着が難しいと言われている「倍

と割合」、「分数と割合」を、低学年から特徴的に

取扱いをしていまして、素地指導がされていること

はすばらしいと思いました。また、学力調査等でつ

まずきの多い問題に対して、教材化して取り扱って

いるという点。そして、学校では算数で指導者用デ

ジタル教科書が多く使われているのですが、東京書

籍は紙とデジタルの両方の強みを生かし、その相乗

効果を実現する仕組みを教科書に取り入れていると

いう点も評価ができると思っています。 

以上の点から、これからの足立区の子どもたちの

学力向上と、そしてそれを指導する先生方の指導力

向上を期待して、教科書が変わってしまうのですが、

東京書籍を推薦したいと思っております。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかに、ご意見

はございますか。 

  倉橋委員、お願いします。 

○倉橋委員 私は、東京書籍を推薦させていただきた

いと思います。単元の最初に身近な題材を使うこと

で、子どもたちにも興味を持って取り組んでもらえ

るのではないかと感じたことと、先ほど小関委員も

おっしゃっていましたが、今日の問題ごとで、目当

て、まとめがあるというのは、足立スタンダードに

よる授業を行う上で、とても有効なのではないかと

感じました。それと、教科書に載っている問題がタ

ブレットでほとんどできるのではないかと思います。

家庭学習や自習にも、これであれば役に立つのでは

ないかと思い、東京書籍を推薦させていただきます。 

○教育長 ありがとうございます。 
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  それでは、早川委員。 

○早川委員 私も、小関委員や倉橋委員と同じ意見で、

東書を推薦させていただきたいと思います。東書、

いろいろといいところをお二人の委員の先生がおっ

しゃっていただいたので、それは同感なのですが。

東書は、何しろＢ５ですごくすっきりしていて、算

数に取りかかろうという気持ちにさせるつくりとな

っています。算数に関しては、そういう気持ちにさ

せるということも、すごく大事なのではないかと思

っております。それから、先ほど言った割合のとこ

ろですが、割り算から入っていって、それから倍を

学んで、それから割合という流れになっているので

す。結局は１割る２、それから２倍、それから５０％

とかそういうのが同じだということを最終的には分

かるように、短時間ではないですが、出されている

ので、とてもよろしいのではないかと思っておりま

す。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。私でございます

が、私も皆さんと同じ、東京書籍を推薦したいと思

っております。学力調査の結果を見ますと、国語よ

り、やはり算数、数学に課題があり、力を入れてい

かなければいけないため、見て分かりやすいものが

大事ではないかと思い、そうした視点で、選ばせて

いただきました。先ほどもありましたが、毎日の学

習で使うページについても、項目の流れが統一され

て、非常に分かりやすいということですとか、もっ

と練習したいときとか、役に立つ情報を探すときに

使える「新しい算数プラス」というページもありま

す。これにはもっと練習したいですとか、学習をも

っと広げたい、深めたいというときの練習問題も掲

載されておりまして、児童の発達の状況によって活

用ができるのではないかと思っております。 

  また、今日の深い学びというコーナーで、適切な

ノートの取り方、発展的な学習の記載がありまして、

児童も好奇心を持って学習を進めていくことができ

るのではないかと思います。自分自身も算数が不得

意であったのですが、非常に分かりやすい教科書で

はないかということで、東京書籍を推薦したいと考

えております。 

  ほかには、ご意見よろしいでしょうか。 

それでは、教科算数、科目算数について、採決を

いたします。お１人、１発行者に挙手をお願いいた

します。最初に、東京書籍を採択することに賛成の

方の挙手を求めます。挙手全員、４人でございます。

続いて、大日本図書を採択することに賛成の方の挙

手を求めます。０人でございます。続いて、学校図

書を採択することに賛成の方の挙手を求めます。０

人でございます。続いて、教育出版を採択すること

に賛成の方の挙手を求めます。こちらも０人でござ

います。続いて、啓林館を採択することに賛成の方

の挙手を求めます。こちらも０人でございます。続

いて、日本文教出版を採択することに賛成の方の挙

手を求めます。こちらも０人でございます。東京書

籍が４名ということでございまして、東京書籍を採

択することに決定いたします。 

  続きまして、教科理科、科目理科について審議を

いたします。発行者は、東京書籍、大日本図書、学

校図書、教育出版、啓林館、以上５者でございます。

質疑またはご意見がございましたら、ご発言をお願

いしたいと思います。 

  早川委員。 

○早川委員 現行の学校図書と東京書籍で大変悩みま

した。理科の特性として、自然に親しむとともに、

観察、実験を通して思考力や考察力を身につけてほ

しいという目標がありますが、学校図書では、生徒

が結果から導き出してほしいことが、「分かったこ

と」ということで既にまとめてくださっています。

これが分かりやすいということもあるかもしれませ

んが、その上でもっと知りたいとか、やってみよう

というふうに発展させる意図があるのかもしれませ

ん。逆に言うと、いろいろと深掘りもしてしまって、

考えがまとまりにくい点もあるのかではないかとも

思います。その一方、東書はまずＡ４のために１つ

１つの字やイラストがとても大きく、見やすいので

す。「問題をつかもう」で興味を持たせて、さらに

「伸ばそう理科の力」で思考力を高め、振り返りや
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確かめで確認できるようになっております。 

  教科書をめくって完成させることによって、実験

ノートやそれからノート整理が自然にできるように

なっております。理科の実験などは、こういうノー

トがあったりとかしても、なかなか散らばってしま

って大変だということを思い出していただければ分

かると思うのですが、東書は１つ教科書を完成させ

ることにより、同時にノートを制作することができ

るというような特性があるのではと思っております。

また、理科の時間にはとても先生がデジタルコンテ

ンツを使うことがあるとのだと思うのですが、東書

のデジタルコンテンツは二次元バーコードがすばら

しいです。例えば振り子の場合ですと、他の出版社

は振り子の模型だけが載っているのですが、東書の

場合はその振り子の模型がどのようにして動くかと

か、それからそれをまたクイズにしてやってみたり

とか、すばらしいと思いました。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかに、ご意見。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私も東京書籍を推薦させていただきます。

今早川委員のおっしゃったように、ページの配慮が

大変すばらしいなと思いました。「問題をつかもう」

予想や問題、観察、実験、考えよう、まとめようと。

ただ、実験とか観察の結果が同じページにならない

ように配慮されていて、この一連の流れが全ての学

年に共通しており、理科の学習の定着を図ることが

できるように思います。また、写真も本当に大きく

載っていて、私自身もすごく、教科書を見ていて楽

しいなと思いました。なので、子どもたちもこの教

科書であれば理科に対して興味が持てるのではない

かと感じております。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。 

  小関委員、お願いします。 

○小関委員 私も現行の学校図書、すばらしい教科書

だと思っております。絵だとか写真だとか実験の様

子なども写真で撮られているのはすごく分かりやす

く捨てがたい教科書と思ったところなのですが、実

験と同じページにその結果が書いてあるため、結果

が分かってしまう構成になっているのが、ちょっと

残念な気がしてなりません。 

  それと、振り子が５年生の最初のところで条件制

御ということで、あるのですが、算数的、数学的な

内容なのでなかなか難しいのではないかと思います。

意図してそういう構成にしていると、趣意書などに

は書いてあったのですが、ほかの教科書の多くがそ

うだったと思うのですが、５年生の最後に勉強する

構成のほうがいいと思います。 

  また、東書は年間の１０時間程度の余裕が持てる

ように、実験とか観察などの方法を工夫して体験活

動とか発展的、補充的な学習の時間を確保しようと

いうところがあって、余裕を持って指導ができるよ

うに、うまく構成が練られているように思います。

何より、先ほど話がありましたように、版も大きく、

見た目も良く、さらにとても取りつきやすい内容の

記載となっており、評価できるのではないかと思っ

ています。何しろ、足立区から理科嫌いの子どもを

減らして、理科大好きな子どもを少しでも増やして

いくためにも、東書の教科書はとても良い教科書で

はないかと思っています。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。私ですが、私自

身も算数、理科が非常に不得意でした。そういう中

で、今、小関委員からもお話がありましたが、理科

嫌いをなくす。興味を持って取り組んでもらえて、

なおかつ分かりやすい内容の教科書がいいのではな

いかということで、私も東京書籍を推薦したいと思

います。先ほど、委員より発言がございましたが、

教科書の中で学びの流れが学びのラインということ

でつなげて表示されております。学習者自身が問題

解決の流れを意識しながら勉強することができるの

ではないかと思います。また、「広げよう理科の発

想」ですとか、「次の問題を見つけよう」など、発

展的な課題に目を向けさせる工夫もございます。「理

科の世界探検部」というコーナーも学びをさらに深

めるのに役立つのではないかと考えます。 

  そのほかにも、巻末に理科の調べ方を身につけよ

うということで、ノートの書き方、発表の仕方、話
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し合いの仕方や実験器具の使い方など基本的なこと

も書いてありまして、これは非常に分かりやすいと

思います。また、ちょっと変わっているのですが、

ページの裏表紙に目次が記載されておりまして、学

習者自身が学びの全体像を常に一目で見ながら、今

自分はどの部分を勉強しているのかを意識しやすい

教科書になっております。そのため、私は東京書籍

を推薦したいと思います。 

  ほかのご意見は、よろしいでしょうか。ありがと

うございます。 

  では、教科理科、科目理科について採択をいたし

ます。お１人、１発行者に挙手をお願いいたします。

最初に、東京書籍を採択することに賛成の方の挙手

を求めます。４名でございます。大日本図書を採択

することに賛成の方の挙手を求めます。０名でござ

います。学校図書を採択することに賛成の方の挙手

を求めます。０名でございます。続いて、教育出版

を採択することに賛成の方の挙手を求めます。こち

らも０名でございます。続いて、啓林館を採択する

ことに賛成の方の挙手を求めます。こちらも０人で

ございます。東京書籍が４名でございますので、東

京書籍を採択することに決定いたします。 

  次に、教科生活、科目生活について、審議をいた

します。発行者は、東京書籍、大日本図書、学校図

書、教育出版、光村図書、啓林館、以上６者でござ

います。質疑またはご意見がございましたら、ご発

言をお願いいたします。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は、教育出版を推薦させていただきま

す。生活科というのは、まず小学校１年生になって

初めて、学校に慣れるところから学習につなげてい

くのかなと思っております。そこで、学校に慣れる

ところからということで、子ども向けのキャラクタ

ーを使用しているのですが、そういうところから楽

しい印象を与えることも大事なのではないかと感じ

ました。また、教科書の見開きの端のほうに、数種

類の花の種が写真で掲載しており、それがページを

めくるごとに発芽して、葉っぱになって、花になっ

て、種になってととても面白い構成で、子どもたち

が、この種はこういうふうにして成長していって、

花になって実になるのだなというふうなことを、写

真を示すことでとても分かりやすく感じ、私は教育

出版を推薦させていただきます。 

○教育長 ありがとうございます。そのほかには、い

かがでしょうか。 

  早川委員、お願いします。 

○早川委員 生活の授業というのは、具体的な生活の

中での体験といった活動を通して学ぶことが多いの

だと思います。ともすれば、親とすると、何を教え

ていいのか分からないという部分もあるのですが、

教育出版の教科書では親に対しての説明もあるのが

とてもいいことであると思いました。親も学べると

いうか、この体験を通してこういうことを学ぼうと

しているのだということが分かって、それがいいこ

とだなと思いました。以上です。 

○教育長 ありがとうございます。 

  小関委員、お願いします。 

○小関委員 各教科書会社で扱う内容、項目について

大きな差はないと思うのですが、教育出版の独自の

導入の「わくわくスイッチ」。自分で「はい」なの

か「いいえ」なのか、選択しながら進む道を確認し

ていくというのが、導入にあるのですが、これは児

童が自分自身のこととして動機づけになり、学習に

対してとても期待感が持てると感じ評価できる点で

あると思っています。そして、学びのポケットの、

「見よう」「考えよう」「伝え合って考えよう」等

で、学習がさらに発展していく工夫と、他の教科と

のつながりをしっかり意識できる構成になっている

点がすばらしいと思います。 

  そして、先ほど早川委員からお話があったように、

教科書の最初のところに、「保護者の皆様へ」で、

学習指導要領の、生きる力の三本柱である、何を理

解しているか、何ができるか、そして理解している

こと、できることをどう使うか、学びを人生・社会

に生かそうとする点を、教育出版は独自に気づく、

自分でできる、考える、伝える、挑戦する、自信を
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持つの６つの力として整理し、これを子どもができ

たかどうか、保護者向けに学習目標を提示して、保

護者を巻き込みながらというように言ったらいいの

でしょうか。保護者への理解、協力を促していると

いう点でも、教育出版は優れているのではないかな

と思い、推薦したいと思っております。以上です。 

○教育長 ありがとうございます。私も他の委員と同

じ、教育出版を推薦いたしたいと思います。今、小

関委員からありました６つの力のうち、それぞれの

単元で、どのような力を引き出したいのかというこ

とが、各ページの上下に記載されておりまして、今

どういう力、どういう目標を持って、この学習がな

されているのかということを非常に分かりやすく感

じられる工夫になっております。また、単元ごとに

「何を感じたかな」というページも設けられており

まして、振り返り活動が意識的にできるような工夫

がされております。また、写真ですとか挿絵の部分

に、車椅子のお子さんであったり、外国籍と思われ

るお子さんが出ていたりと、多様性を意識できるよ

うなつくりになっているというところも、推薦の理

由でございます。 

  ほかのご意見は、よろしいでしょうか。 

  それでは、教科生活、科目生活について、採択を

いたします。お１人、１発行者に挙手をお願いいた

します。最初に東京書籍を採択することに賛成の方

の挙手を求めます。０人でございます。続いて、大

日本図書を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。０人でございます。続いて、学校図書を採択す

ることに賛成の方の挙手を求めます。０人でござい

ます。続いて、教育出版を採択することに賛成の方

の挙手を求めます。４人でございます。続いて、光

村図書を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

０人でございます。続いて、啓林館を採択すること

に賛成の方の挙手を求めます。０人でございます。

教育出版が４人ということでございますので、教育

出版を採択することに決定いたします。 

  次に、教科音楽、科目音楽について審議をいたし

ます。発行者は、教育出版、教育芸術社、以上２者

でございます。質疑またはご意見がございましたら、

ご発言をお願いいたします。 

  小関委員、お願いいたします。 

○小関委員 音楽の学習指導要領の目標は、表現及び

鑑賞を通して音楽的な見方、考え方を働かせ、生活

や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力の

育成を目指すとなっているのですが、現行の教育出

版は、学習の見通しや活動を分かりやすく明示し、

ビジュアル表現も多く、楽譜などもシンプルで、指

導しやすいのではないかと思っています。これはで

きないのですが、できるものなら、低学年は教育出

版がいいのではないかと個人的には思った次第です。 

  それに対して教育芸術社は、表現、鑑賞のバラン

スがとてもよくて、会社の編集の基本方針に、「音

楽科の確かな学力を育む」とあるように、ほぼ全ペ

ージに二次元バーコードが記載されていて、楽譜に

合わせた音源といった関連資料を活用することがで

きるようになっているところは、すばらしいと思っ

ています。また、基本方針の「生涯にわたって豊か

に音楽を楽しむ態度を養う」のように、目次に共通

教材が、心の歌として、古くから歌い継がれ、これ

からも歌い続けていきたい歌として、扱いを明確に

して分かりやすくしている。そしてさらに、「みん

なで楽しく」というのが、最後のページにあるので

すが、ここでは合唱に使われる楽曲が多く掲載され

ている点もいいのではないかと思っています。私は、

以上の点から、教育芸術社を推薦したいと思ってい

ます。以上です。 

○教育長 ありがとうございます。ほかにご意見はご

ざいますでしょうか。 

  早川委員、お願いします。 

○早川委員 私も小関委員と同じなのですが、現行の

教育出版は、多分、歌いやすいようにということで

だと思うのですが、楽典記号が全くない楽譜なので

す。合唱とかそういうことをやるようになって、い

きなりクレッシェンド、デクレッシェンド、フェル

マータなどの楽典記号を認識するのではなく、楽譜

にはそういうものがあるのが普通で、早くから慣れ
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親しんでもらったほうがいいと思いますのでそれを

書いていらっしゃる教育芸術社を推したいと思いま

す。 

○教育長 ありがとうございます。 

  倉橋委員、いかがでしょうか。 

○倉橋委員 私も、教育出版は写真も大きく取り扱っ

ていて、とても子どもたちの想像力は駆り立てられ

るのではないかと感じたのですが、やはり早川委員

もおっしゃっているように、楽譜に記号があまりに

もなさ過ぎるために、中学の学習のときに、あまり

にも知らなさ過ぎてしまうのではないかと感じたの

で、私も教育芸術社のほうを推薦させていただきた

いと思います。 

○教育長 ありがとうございます。私は教育出版を推

薦したいと思っています。私自身のことばかりで恐

縮ですが、音楽は好きですが音楽の授業は苦手とい

う子どもでございました。本教科書、先ほど来出て

おりますが、何といってもビジュアルがとてもきれ

いという特徴で、音楽に苦手意識を持っている子ど

もも取り組みやすい教科書だと感じました。また、

歌詞の内容が本当にきれいな写真で表現されており

まして、子どもたちの中で、容易に歌のイメージを

持つことができるのではないかなというふうに思っ

ております。また、目次の次のページに学習マップ

というページが設けられておりまして、１年間の学

習の見通しですとか、活動の内容が分かりやすく記

載されておりまして、児童の学習の目安となります。

また、４年生以降の高学年の教科書には、教科書の

冒頭に、バレリーナですとか盲目のピアニストなど、

著名人の方のお話も記載されておりまして、興味を

持って授業に取り組める工夫がなされているかなと

感じているのが私の推薦理由でございます。 

  ほかに、ご意見等よろしいでしょうか。 

  それでは、教科音楽、科目音楽について採択いた

します。最初に、教育出版を採択することに賛成の

方の挙手を求めます。１名でございます。続いて、

教育芸術社を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。３名でございます。教育出版が１名、教育芸

術社が３名。したがいまして、教育芸術社を採択す

ることに決定いたします。 

  次に、教科図画工作、科目図画工作について、審

議いたします。発行者は、開隆堂、日本文教出版、

以上２者でございます。質疑またはご意見がありま

したら、ご発言をお願いいたします。 

  小関委員、お願いします。 

○小関委員 図画工作の学習内容というのは、Ａ「表

現」、Ｂ「鑑賞」ということで、２つ学習内容があ

るわけなのですが、開隆堂はこの点を大変意識して

つくられているのですが、日文はよりしっかりその

辺のところが記載されていまして、目次の全ての学

習内容に、立体・鑑賞、そして工作・鑑賞等のよう

に、表現、鑑賞の両方の内容が必ず入っております。

そして、各ページの右の上には、単元導入の言葉。

指導と評価の一体化の実現に向けた学習の目当てが

示されていて、さらにページの中に、表現のヒント、

鑑賞のヒントがあり、最後に活動を振り返るという

ページの構成になっています。これによって児童が、

学習の進め方が分かりやすくて、先生たちにとって

も、育てたい力を明確にできる。そして、何より、

児童自身から活動が始まる題材、自分ならこうした

いと感じられて、心が動かされるなと思うところが、

多分にあります。以上のことから、日本文教出版を

推薦したいと思っています。以上です。 

○教育長 ありがとうございます。ほかにご意見、ご

ざいますでしょうか。 

  倉橋委員、お願いします。 

○倉橋委員 私も日本文教出版を推薦させていただき

ます。表現と鑑賞というのが対に考えられていて、

そして掲載している作品の特徴や感想などが、そこ

にちゃんとコメントとして入っているところが、と

てもよいと感じました。また、デジタル画像では作

品を３６０度回転させて鑑賞することができること

によって、教科書の写真だけでは見られなかった裏

側といいますか、そういうところも見ることができ

るというのが、とてもいいことだと感じました。以

上です。 
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○教育長 ありがとうございます。 

  早川委員、いかがですか。 

○早川委員 私も日文を推薦させていただきます。図

画工作というのは論理的な見方とかそういうことで

はなく、感性を磨いてほしい科目だと思うのです。

先ほど何度も、両委員からも出ましたように、表現

と鑑賞、その数が一対になって、また、数が秀でて

いるところがとても良いと思います。子どもたちに

ぜひ感性を磨いてほしいと思い、こちらを推薦いた

します。 

○教育長 ありがとうございました。私も日本文教出

版を推薦したいと思います。先ほど小関委員からも

お話がありましたが、学習の目当てが明確に示され

ているため、その題材で何を学ぶのかということが

非常に分かりやすいと思います。また、各ページの

一番下の部分に、材料や用具についてですとか、安

全に活動するための、気をつけようですとか、振り

返りというような部分もありまして、教室での話し

合いができる工夫がされております。また、巻末に

材料と用具の引き出しというコーナーがございまし

て、用具の安全な使い方ですとか、素材によって様々

な表現方法があることなどまとめて学べる工夫がな

されております。これが推薦理由でございます。 

  ほかに、大丈夫でしょうか。 

  それでは、教科図画工作、科目図画工作について、

採択をいたします。お１人、１発行者に挙手をお願

いいたします。最初に、開隆堂を採択することに賛

成の方の挙手を求めます。０人でございます。続い

て、日本文教出版を採択することに賛成の方の挙手

を求めます。４人でございます。日本文教出版が４

人。したがいまして、日本文教出版を採択すること

に決定いたします。 

  次に、教科家庭、科目家庭について、審議をいた

します。発行者は、東京書籍、開隆堂、以上２者で

ございます。質疑またはご意見がございましたら、

ご発言をお願いいたします。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は、現行の東京書籍を推薦させていた

だきます。最近、日本茶は多分皆さんもそうだと思

うのですが、ほとんどペットボトルでしか飲んでい

ないと思うのです。新茶、抹茶、紅茶もそうなので

すが、お茶の種類がちゃんと載っていたのが東京書

籍なのです。お茶の種類、多分子どもたちは知らな

いだろうなとか、そもそもお茶っ葉を見たことがあ

るのかなと感じます。うちは祖母が一緒に住んでい

るので、お茶を飲む機会がある。なので、お茶っ葉

を知っている。だけれども番茶になると、よく分か

らなかったな、知らなかったなと、この間、大きく

なった息子が言っていました。なので、そうか、考

えてみるとお茶をちゃんと見せたことがなかったの

だなと感じたところです。なので、ちょっとしたこ

となのですが、お茶の種類もちゃんと載せてくれて

いることに対して、いいなと思いました。また、食

事のマナーと、盛り付けの仕方なども丁寧に説明を

していて、やはり日本の心というか、おもてなしの

心もしっかりと学習ができるのではないかと感じ、

私は東京書籍を推薦させていただきます。 

○教育長 ありがとうございました。 

  小関委員、お願いします。 

○小関委員 私も東京書籍を推薦したいと思います。

まず、目次に、家庭科はどんなことをやる教科なの

かに対して、「家庭科は、あなたの生活をよりよく

変えていく教科書です」と。あなたの生活をよりよ

く変えていく、それを手伝ってくれることがこの教

科書のテーマになっています。家庭科は、生活をす

る上で非常に大切な内容が詰まっている教科だと思

うのですが、実は授業時数が６年生で年間５５時間

とか、５年生で６０時間とか、指導に結構制限がご

ざいます。さらに、講師の先生が入られているとい

う点もあって、単元が多くても時間をオーバーでき

ないように思います。 

  そんなことを考えますと、開隆堂は２０項目です

が、東書は初めの「私の生活大発見」から始まって

最後の「あなたは家庭や地域の宝物」の１５項目。

つまり、押さえて構成されているという点が、とて

も扱いやすいのではないかと思います。また、成長
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の記録で、毎回の学習を確認しながら、３か所の「生

活を変えるチャンス」というところにつなげていく

という一貫した構成になっているのは、とてもすば

らしいと思います。また、学習の進め方が、「課題

発見」、「課題解決・実践活動」、そして「評価・

改善」の３ステップとなっており、各ステップに目

当てがあって、自分の生活の課題に取り組める形に

なっています。 

  それと、日本の伝統、そしてプロに聞くという、

興味深い内容も入っており、こういったところに興

味を持つ子どもも中にはいるのではないかと思って

います。以上の点で、東京書籍を推薦したいと思い

ます。 

○教育長 ありがとうございました。 

  早川委員、いかがでしょうか。 

○早川委員 お２人の委員の意見でほとんどなのです

が、１つだけよろしいでしょうか。東書だけが６８

ページから７０ページくらいなのですが、安全面の

配慮ということに関して、道具の使い方などについ

ても記載されております。それも非常によいのでは

ないかと思って、推薦させていただきたいと思いま

す。 

○教育長 ありがとうございます。私も東京書籍を推

薦いたしたいと思います。ほとんど、委員のみなさ

んがおっしゃるとおりでございますが、特に５年生

で学ぶこと、６年生で学ぶこと、最初のページで分

かりやすく記載されて全体像が明確であるというこ

とですとか、ステップ１、ステップ２、ステップ３

とそれぞれ学習の進め方とめあてが示されているこ

と、また、今、早川委員からもお話がありましたが、

最後に食材の切り方ですとか裁縫、ミシンの使い方

など、実生活でも非常に使える内容が分かりやすく

まとめられており、非常に実生活でも活用できる教

科書ではないかと思い、私も推薦をしたいと思いま

す。 

  ほかのご意見はよろしいですか。 

  それでは、教科家庭、科目家庭について、採択い

たします。お１人、１発行者に挙手をお願いいたし

ます。最初に、東京書籍を採択することに賛成する

方の挙手を求めます。４人でございます。続いて、

開隆堂を採択することに賛成する方の挙手を求めま

す。０人でございます。東京書籍が４人でございま

すので、東京書籍を採択することに決定いたします。 

  次に、教科体育、科目保健について審議をいたし

ます。発行者は、東京書籍、大日本図書、大修館書

店、文教社、光文書院、Ｇａｋｋｅｎ、以上６者で

ございます。質疑またはご意見がございましたら、

ご発言をお願いいたします。 

  早川委員、お願いします。 

○早川委員 現行が東京書籍で引き続き東書を推させ

ていただきます。デザインがとても優れているので

すよね。分かりやすいのです。それで、大体１単位

の時間が４ページの構成となっており、時間数でど

のくらい要するかということが最初に分かるように

なっております。それから、内容についてですが、

基本的な内容はもちろん、多岐にわたっています。

性の多様性や、心の健康、睡眠と発育、それから食

中毒などは、３、４年から。防災や防犯、エイズ、

がん、禁煙、飲酒、薬物乱用、依存症については、

５、６年でしっかり扱われています。特定健診など

から見ても、小学校からの保健教育、がん教育も含

めて大切だと言われている昨今ですが、子どもたち

の将来の健康にも役立つことが知識として扱われて

います。 

  また、デジタルコンテンツの充実は私もびっくり

しましたが、もちろんコロナウイルスのことなども

二次元バーコードで扱われているのですが、ウイル

スの種類などについても医学部の教科書並みに書か

れているのです。これは大変びっくりいたしました。

そういう視点で、東書を推させていただきたいと思

います。 

○教育長 ありがとうございました。ほかには。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は、東京書籍がいいかなと思っており

ます。細かいことなのですが、思春期の項で、性と

自分らしさとして、ほかの教科書より本当に少しな
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のですが、ＬＧＢＴＱについて踏み込んだ表現をし

ているように感じました。中学の制服が男女一緒に

なっていくなど、そういうふうに多様化が進んでい

る中で、小学校の早いうちから、分かりやすい言葉

で示しているのは、いいことなのではないかと思い

ます。また、飲酒、喫煙、薬物については、Ｇａｋ

ｋｅｎさんが４ページずつ、東京書籍は３ページず

つで、ほかは２ページずつでした。東京書籍さんの

ほうもページを使って、飲酒、喫煙、薬物について

しっかりと学習をさせてくれるのだなと感じます。

また、特に薬物に関しては、大人が分かり得ないよ

うなルートを使って子どもたちの手に渡ってしまっ

ているようなニュースも聞くところです。これに関

して、薬物だと思えないようなものが薬物だったり

するので、しっかりと学習してほしいと願っており

ます。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。 

  小関委員、いかがでしょうか。 

○小関委員 私も東京書籍を推薦したいと思っていま

す。原則、１項目で４ページを使っているのですが、

常に１項目４ページ構成で、気づく・見つける、調

べる・解決する、深める・伝える、そして最後がま

とめる・生かすという４ステップ構成、４ページ４

ステップ構成がつながっていて、子どもたちも勉強

していく上ではすごく分かりやすいし、先生たちに

とっても教えやすいのではないかと思います。それ

と、項目の最後に、学習を広めたり深めたりするの

に役に立つものとして「資料」が必ずありまして、

それが先ほど倉橋委員からもお話があったように、

その「資料」の中に、性と自分らしさ。そしてイン

ターネットによる犯罪被害。様々な依存症等４０項

目が取り上げられています。新しい課題も入ってい

て、ここを確認することによって課題解決につなが

るのではないかと思っています。以上の点で、東京

書籍を推したいと思います。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。私も東京書籍を

推薦したいと思っております。先ほど小関委員から

もありましたが、本文の構成ももちろん分かりやす

いのですが、最初に学習の課題というところが明確

に示されていて、何を勉強していくのかというのが

はっきりされているというところが良いのではない

かと思います。また、本文中にイラストで会話をす

るような形で、疑問を呈しているところですとか、

イラストによる解説も意外と読んでいて本当に分か

りやすいなと感じております。また、これも車椅子

のお子さんですとか、外国籍と思われるお子さんの

イラストなどもあって、多様性を意識させるような

工夫がされているというところが推薦理由でござい

ます。 

  ほかには、よろしいでしょうか。ありがとうござ

います。 

  それでは、教科体育、科目保健について、採択い

たします。お１人、１発行者に挙手をお願いいたし

ます。最初に、東京書籍を採択することに賛成の方

の挙手をお願いいたします。４人でございます。大

日本図書を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。０人でございます。大修館書店を採択すること

に賛成の方の挙手を求めます。０人でございます。

文教社を採択することに賛成する方の挙手を求めま

す。これも０人でございます。光文書院を採択する

ことに賛成する方の挙手を求めます。０人でござい

ます。最後に、Ｇａｋｋｅｎを採択することに賛成

する方の挙手を求めます。０人でございます。以上

で、東京書籍が４名ということになりますので、東

京書籍を採択することに決定いたします。 

  次に、教科外国語、科目英語について、審議をい

たします。発行者は、東京書籍、開隆堂、三省堂、

教育出版、光村図書、啓林館、以上６者でございま

す。質疑またはご意見がございましたら、発言をお

願いいたします。 

  小関委員、お願いします。 

○小関委員 ちょっと長くなりますが、足立区の児童

の英語への興味というのは、本当にだんだん高くな

ってきていますが、小学校から嫌いな教科にしない。

そういうことも大事な課題ではないかと思っている

ところです。展示会のアンケートでも、難しいとか、
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分量が多いとか、そのような意見がありました。ど

の教科書も学習指導要領の取組がなされていますが、

この課題を少しでも解決できる教科書の選定が必要

だと思います。そこで、現在使われている東京書籍

と、「伝え合う」の充実に特徴のある光村図書を中

心に見させていただきました。 

  小学校の教科書では、聞くこと、そして読むこと、

話すこと（やりとり、発表）、それと、書くことの

４技能５領域の内容構成になっています。先ほど申

しましたように子どもが嫌いになる理由として考え

られることは、英語の表現を丸暗記して、パターン

が決まった表現を指導者から求められ、できなくて

だんだん嫌になっていくことだと思います。現行の

東書は、情報量も多いですし、若干この傾向がある

のではないかと、私としては思っています。４年前、

小学校で英語教育が始まって、誰でも教えることの

できる英語であるならば、このことはとても大事な

ことだと思いますが、足立区でも学習指導要領の目

標にある、自分の考えを伝える力の育成のための授

業改善が、だいぶ進んできています。そして、東書

はユニットごとに４技能５領域の重点化の設定がな

いというのがちょっと残念で、子どもたちがどんな

勉強をするのか、先生たちがどのように評価するの

かが明確でないという点がありまして、課題ではな

いかと私としては思っております。 

  そういう点では、光村は、各ユニットの目標が、

ほとんどの教科書が「しよう」となっているのが、

「何々ができる」となっています。ユニットごとの

「できる」の確認もあり、学年の目標にも、できた

かできないかを自己評価して定着を確認していくと

いう構成となっています。そして、各ユニットで５

領域のうち、重点的に扱う領域を設定しているため、

児童にとっては学習の目標が明確になるとともに、

先生にとっては指導や評価の計画を立てる際の目安

になる点は評価ができるのではないかと思っていま

す。各ユニットでは、英語の表現を丸暗記して会話

をする学習から、学習の流れの中にスモールトーク、

プラスワーズとしてフレーズヒントを新設して、自

分なりに既習表現を思考、判断、表現しながら、自

分の気持ちや考えを伝えようと前向きに取り組む可

能性と、褒められることで英語が好きになっていく

という可能性が、この教科書には多分にあるのでは

ないかと思います。 

  また、区調査からも、中学生に「読む」ことに課

題があることが分かっています。今回、どの教科書

も、「書く」ことに対して重点的な内容になってい

るところ、光村図書では独自にユニット内に、短い

文を読んだ上で、適切なイラストを選択させるとい

う思考、判断、表現を伴う「読む活動」を継続的に

扱っている点でも、非常にいいのではないか思って

います。小学校の授業がだいぶ変わってきているこ

ともあって、ぜひ東書から光村に変更できれば良い

のではないかと思いました。以上です。 

○教育長 ありがとうございます。ほかに、いかがで

すか。 

  早川委員、お願いします。 

○早川委員 私も大変悩みました。英語を話すことが

できたり、英語に苦手意識がないような日本人を育

てたいということで、小学校からの英語教育が始ま

ったと思うのですが、小学校から英語への苦手意識

がついてしまって嫌いになる生徒が足立区では少な

くないということを聞きますと、大変考えさせられ

るところです。個人的には英語の歌を歌っているだ

けでもいいのではないかと思いますが、そんなこと

では学習指導要領は許してはくれません。ではどの

ような教科書がいいのかということで悩みました。

例えば私たちの時代は「Ｈｏｗ ａｒｅ ｙｏｕ？」

「Ｆｉｎｅ，ｔｈａｎｋ ｙｏｕ．Ａｎｄ ｙｏ

ｕ？」というところまでが１つの文章になっていて、

それを何度も覚えさせられるわけですよね。今の子

どもたちは、先ほど小関委員がおっしゃったように

そういう練習をするのがだんだん嫌になってきてし

まう。ひょっとしたら「Hi」という言葉をかけられ

るだけの子どもたちを、小学生の時代はつくってい

たほうがいいのかもしれません。では逆に、ヒアリ

ングと会話だけで大学に受かるかというと、そこま
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で考えると文法が必ず入ってきてしまって、今の子

どもたちが少なくとも両方やらなければならないの

は確実ですし、小学生で嫌いになられてしまうとい

うのは、足立区にとって非常に良くないことと思っ

ています。せめて語彙力、単語を知っていれば、何

とか言葉は通じるものです。そういうことを考えま

すと、やはり語彙力にとても重きを置いている光村

が良いのではないかと思いました。先ほどの国語で

もそうでしたが、単語帳があって、子どもたちが単

語を覚えるだけであれば、嫌いにならないのではな

かと思うのです。そういうような英語の授業にして

いただければいいなと思って、光村を選びました。

よろしくお願いします。 

○教育長 ありがとうございました。 

  倉橋委員、いかがでしょうか。 

○倉橋委員 私も光村図書を推薦いたします。先ほど

小関委員がおっしゃっていましたが、アンケートで、

分量が多いのではないかということで、私もそう思

いました。全体的に早川委員と一緒で、英語の歌を

歌ったり、ちょっとしゃべれるくらいでもいいので

はないかと思います。そうすれば小学校の英語を好

きになってくれる、と思ってしまうのですが、そう

すると確かにお勉強という点では難しいのだとも思

います。ただ、もう高校受験でもスピーキングテス

トだとかそういうものも導入されてきています。あ

と数年たてば、こうしたことは当たり前であると思

うのです。そういう中で、国語でも何でもそうだと

思うのですが、まず耳に入れる。子どもたちに、ず

っと小さいときから読み聞かせをしているように、

まず英語の読み聞かせをするようなぐらいの気持ち

で、耳にどんどんどんどん言葉を入れていってあげ

る。それで勝手に、そうしたら子どもたちは覚えて

いくのではないかと思ったときに、書くことよりも

まず聞くこと。そして、楽しく話ができることを考

えると、光村図書がデジタルのほうで、耳にどんど

ん入ってくるのかなと思い、推薦したいと思います。 

○教育長 ありがとうございました。私でございます

が、私も光村図書を推薦いたしたいと思います。各

委員おっしゃったように、やはり小学校のときに外

国語、英語を学ぶというところで、嫌いにならない

で親しみを持ってもらって、中学の英語に進んでほ

しいなという、これは大切なことではないかと思っ

ています。この教科書については、５年生、６年生

でできることということで、聞く、読む、話す、書

くというようなことが、具体的な到達目標として記

載をされていて、またその主な教材が一覧表になっ

ておりまして、非常に分かりやすいということと、

ユニットごとの到達目標というものも明確になって

おります。これが学習の目安になるものと思います。

また、ページの上下に、今自分がどの段階にいるの

かが、はっきり分かるような工夫もされており、学

習の進行状況もつかみやすいのではないかと思いま

す。また最後に、巻末のほうですが、学習の成果を

可視化できる、オールアバウトミーというコーナー

がありまして、自分自身で学習の成果を客観的に分

析、振り返ることができる工夫がされており、足立

区の子どもたちにとってはいいのではないかと考え

ております。 

  ほかにはご意見、大丈夫でしょうか。 

  それでは、教科外国語、科目英語について、採択

をいたします。お１人、１発行者に挙手をお願いい

たします。最初に、東京書籍を採択することに賛成

の方の挙手を求めます。０人でございます。続いて、

開隆堂を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

０人でございます。続いて、三省堂を採択すること

に賛成の方の挙手を求めます。０人でございます。

続いて、教育出版を採択することに賛成する方の挙

手をお願いいたします。０人でございます。続いて、

光村図書を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。４人でございます。続いて、啓林館を採択する

ことに賛成の方の挙手を求めます。０人でございま

す。光村図書が４人ということで、光村図書を採択

することに決定いたします。 

  次に、教科道徳、科目道徳について審議をいたし

ます。発行者は、東京書籍、教育出版、光村図書、

日本文教出版、光文書院、Ｇａｋｋｅｎ、以上６者
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でございます。質疑またはご意見がございましたら、

ご発言をお願いします。 

  倉橋委員。 

○倉橋委員 私は、光村図書を推薦させていただきま

す。各学年ともに、目次に大きく３つのまとまりを

つくって、年間で子どもたちの成長を考慮している

ように感じました。また、しっかりと、いじめに関

しても、目次に「いじめ」と記載をした上で、書か

れている点もいいのではないかと思います。また、

話し合いのコツを、低学年、中学年、高学年と、段

階に応じて分かりやすく解説している点も良いと思

い、私は光村図書を推薦いたします。以上です。 

○教育長 ありがとうございます。ほかには、いかが

でしょうか。 

  小関委員。 

○小関委員 道徳の学習指導要領の目標に、主として

自分自身のこと、それから人との関わり、集団や社

会と関わり、生命や自然、崇高なものとの関わりに

ついて、話し合い、体験することで自分のこととし

て考え、道徳的価値を理解し、実践につなげられる

授業が必要だと書いてあるのですが。足立区では

様々な要因から、いじめを含め問題行動が起きるこ

とが少なくありません。また、自己肯定感が足りな

いことが区の調査でも明らかになっています。そこ

で、私はこの２点についてしっかり押さえられる教

科書会社はどこかという視点で考えてみました。現

行のＧａｋｋｅｎは、いじめとしての扱いはないの

です。もうちょっと大きく括っていて、「命を尊び、

いじめを生まない」としていて、最重要テーマを、

命としているのです。また、自己肯定感の括りとい

うのも、ありませんでした。それに対して、東京書

籍はこの両方を扱っており、現代的な課題として、

安心安全、情報モラル、いじめ（いじめの防止）、

命（生命尊重）、自分（自己肯定感）の５つのユニ

ットがありまして、「心の力持ちになろう」の実現

を基本方針として、目次にも５つの内容で、どこを

勉強すればいいのかというのが、一目瞭然で分かる

ような構成になっています。 

  それと、ほかの会社もそうなのですが、発問が東

京書籍は２つしかないのですが、とてもシンプルな

教材構成になっている点は良いのではないかと思い

ます。それから、「つながる」「広がる」という項

目があるのですが、そこでは、ほかの学習とつなげ

たり、普段の生活に広げたりできる点もすばらしい

と思います。さらに、デジタルコンテンツが非常に

豊富となっています。どのページも二次元バーコー

ドを見ますとプロの声優が朗読をしてくれて、聞い

ているだけでもすごく楽しくなるような内容で、読

みを進めることができます。なかなか読めない子ど

もたちもいますので、そういう子どもたちへの配慮

という点でも、全文にデジタルコンテンツで朗読が

入っているというのは、すばらしいと思いました。

さらに、スライドショーやワークシート、それから

映像の資料もあって、ハンディがある子どもたちに

対しても分かりやすい内容になっており個別最適と

なっている点が、評価できると思いました。以上の

点から、私は東京書籍を推したいと思っております。

以上です。 

○教育長 ありがとうございました。 

  早川委員、いかがでしょうか。 

○早川委員 私も小関先生がおっしゃってくださった

ところがいいと思っておりますので、東京書籍、よ

ろしくお願いします。 

○教育長 私ですが、私は教育出版を推薦したいと思

っています。教科書の巻頭に、道徳ではこんな学び

方をするよというページが載せられておりまして、

１時間の授業の流れがスムーズにできるように工夫

をされています。また、教材の最後に、それぞれ「考

えよう」「深めよう」という問いかけのコーナーが

あって、本当に幾つもの視点から児童の思考を促す

ような工夫がされています。また、内容についても

自分のこと、周りの人のこと、みんなや社会のこと、

命や自然のことなどをバランスよく記載されている

と思います。教科書の巻末には、学習を振り返ろう

というページがあって、学期末、年度末に学習を振

り返ることができる、そういった工夫がされていま
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す。また、３年生の教科書には、心の籠もった給食

ということで、足立区の綾瀬小の給食と、地元の小

松菜生産農家のお話が載っておりまして、児童が身

近な題材で道徳を考えることができるきっかけにな

るのではないかなということで、教育出版を推薦し

たいと考えております。 

  よろしいでしょうか。 

  それでは、教科道徳、科目道徳について、採択を

いたします。お１人、１発行者に挙手をお願いいた

します。最初に、東京書籍を採択することに賛成の

方の挙手を求めます。２名でございます。続いて、

教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。１名でございます。続いて、光村図書を採択す

ることに賛成の方の挙手を求めます。１名でござい

ます。日本文教出版を採択することに賛成の方の挙

手を求めます。０人でございます。光文書院を採択

することに賛成の方の挙手を求めます。０名でござ

います。続いて、Ｇａｋｋｅｎを採択することに賛

成の方の挙手を求めます。０名でございます。東京

書籍が２名、教育出版が１名、光村図書が１名とい

うことでございますので、東京書籍を採択すること

に決定をいたします。 

  以上で、第５５号議案「令和６年度足立区立小学

校使用教科用図書の採択について」の審議を終了い

たします。 

  私から一言述べさせていただきたいと思います。

展示会でご意見を頂きました区民の皆様をはじめ、

この間、ご尽力を頂きました審議委員、調査委員、

各学校の先生方、そして本日お越しの教育委員の皆

様方には、心より感謝を申し上げます。本当にあり

がとうございました。本日の採択に至るまでには、

私自身も何度も教科書を読み返すなど準備をしてま

いりましたが、おかげさまをもちまして、常に厳正、

中立な立場で臨むことができたと考えております。

これも皆様のご協力のおかげと感謝する次第でござ

います。本当にありがとうございました。 

  次に、日程第３、第５６号議案を議題といたしま

す。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策係長 日程第３、第５６号議案「令和６年

度足立区立中学校使用教科用図書の採択について」

以上。 

○教育長 第５６号議案について、岩松教育指導部長

から説明をお願いします。 

○教育指導部長 皆様、お手元の資料１９ページをお

開きください。第５６議案でございます。件名につ

きましては、記載のとおりでございます。中学校使

用教科用図書につきましては、来年度が、令和２年

度に採択した教科書を使用する４年目に当たるため、

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法

律施行令第１５条の規定に基づきまして、引き続き

同一の教科用図書を採択いただきたく、ご審議をお

願いいたします。以上でございます。 

○教育長 ありがとうございました。ただいま説明が

ありましたので、これより本案の審議に入ります。

第５６号議案について、ご意見、ご質問がありまし

たら、委員のご発言をお願いいたします。何かご質

問はございますか。特にないですか。 

  ないようでございますので、これより第５６号議

案「令和６年度足立区立中学校使用教科用図書の採

択について」を採決いたします。本案は、原案のと

おり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案

のとおり議決することにいたします。 

  次に、日程第４、第５７号議案を議題といたしま

す。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策係長 日程第４、第５７号議案「令和６年

度足立区立小学校特別支援学級使用教科用図書及び

足立区立中学校特別支援学級使用教科用図書の採択

について」以上。 

○教育長 第５７号議案について、岩松教育指導部長

から説明をお願いします。 

○教育指導部長 では、引き続き、お手元の資料２４

ページをお開きください。第５７号議案でございま
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す。件名につきましては、記載のとおりでございま

す。学校教育法附則第９条に、「特別支援学校およ

び特別支援学級においては、文部科学大臣の検定を

経た教科用図書、または文部科学省が著作の名義を

有する教科用図書以外の教科書を使用する」ことが

できるという規定がございます。これに基づき、令

和６年度足立区立小中学校特別支援学級使用教科用

図書選定一覧のとおり、足立区立小中学校の特別支

援学級に在籍する児童、生徒の発達状況に合った図

書を選定いたしました。 

  図書選定の状況でございますが、足立区立小学校

使用教科用図書採択要綱及び足立区立中学校使用教

科用図書採択要綱に基づきまして、学校教育法附則

第９条図書委員会を設置いたしまして、各特別支援

学級設置校が選定した図書を審査いたしました。そ

の結果として、添付させていただいております、令

和６年度足立区立小中学校特別支援学級使用教科用

図書選定一覧につきまして、採択いただきたくご審

議をお願いいたします。私から、以上でございます。 

○教育長 ありがとうございました。ただいま説明が

ありましたので、これより本案の審議に入ります。

第５７号議案について、ご意見、ご質問がありまし

たら、委員のご発言をお願いいたします。何かご質

問はございますでしょうか。よろしいですか。 

  ないようでございますので、これより第５７号議

案「令和６年度足立区立小学校特別支援学級使用教

科用図書及び足立区立中学校特別支援学級使用教科

用図書の採択について」を採決いたします。本案は、

原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案

のとおり議決することにいたします。 

  その他でございますが、何かございますか。大丈

夫でしょうか。 

  ないようでございますので、以上をもちまして、

本年第８回足立区教育委員会定例会を閉会いたしま

す。お疲れさまでした。 

  長時間にわたりまして。ありがとうございました。 

 

午後３時１２分閉会 

 



令 和 ５ 年 第 ８ 回 

足 立 区 教 育 委 員 会 定 例 会 

 

日  時  令和５年８月２２日 火曜日 午後１時００分開議 

会  場    こども支援センターげんき 研修室３ 

 

１ 議 事 日 程 頁 

日程第１  第５４号議案 
足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会からの答

申の受理について………………………………………………… 
２ 

日程第２  第５５号議案 令和６年度足立区立小学校使用教科用図書の採択について… ５ 

日程第３  第５６号議案 令和６年度足立区立中学校使用教科用図書の採択について… １７ 

日程第４  第５７号議案 
令和６年度足立区立小学校特別支援学級使用教科用図書及び

足立区立中学校特別支援学級使用教科用図書の採択について 
２０ 
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第５４号議案  

   足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会からの答申

の受理について  

 上記の議案を提出する。  

令和５年８月２２日  

提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫  

 

足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会からの答申

の受理について  

 下記のとおり足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会か

らの答申を受理する。  

               記  

答申内容  

次の教育・保育施設等に係る第２子の保育料の無償化について  

（１）教育・保育施設 

認可保育所、認定こども園（長時間利用）、区立認可外保育施

設を利用する０歳から２歳児課税世帯の第２子の保育料について

無償相当とするべきである。  

（２）地域型保育  

小規模保育、家庭的保育、事業所内保育、居宅訪問型保育を利

用する０歳から２歳児課税世帯の第２子の保育料について無償相

当とするべきである。 

 

 （提案理由）  

東京都が進める保育所等利用多子世帯負担軽減事業の趣旨を踏まえ

た、教育・保育施設等に係る第２子の保育料の無償化について、足立区

子育て支援サービス利用者負担適正化審議会からの答申を受理する必

要があるので、この案を提出いたします。  
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第 ５ ４ 号 議 案 説 明 資 料  
令和５年８月２２日 

件    名 足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会からの答申の受理に

ついて 

所管部課名 子ども家庭部 子ども政策課、子ども施設入園課 

内 容 

１ 諮問事項 

次の教育・保育施設等に係る第２子の保育料の無償化について 

（１）教育・保育施設 

認定こども園、認可保育所 

（２）地域型保育等 

小規模保育、家庭的保育等 

 

２ 審議経過 

 開 催 日 主な審議内容 

第１回 令和５年７月２０日 ア 会長、副会長の選出 

イ 審議会へ諮問（諮問書の交付） 

ウ 審議会の公開・非公開について 

エ 教育・保育施設等に係る第２子

の保育料の無償化について 

第２回 令和５年８月８日 ア 意見、要望等の集約 

イ 答申内容の検討 

ウ 審議会から答申（答申書の受理） 

 

３ 答申内容 

Ｐ４、答申書のとおり 

 

４ 今後の方針 

足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会からの答申内容

を踏まえ、教育委員会で審議の上、議決を得られたならば、令和５年第

３回足立区議会定例会に利用者負担に関する条例改正案を提出する予

定である。 
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令和５年８月８日 

 

足立区教育委員会 様 

 

 

足立区子育て支援サービス利用者負担適正化審議会 

会長 齊藤 多江子 

 

答 申 

 

令和５年７月２０日付、５足教委発第１８号にて諮問のあった、教育・保育施設等に係る第２

子の保育料の無償化について、東京都が進める保育所等利用多子世帯負担軽減事業の趣旨を踏

まえ、下記のとおり答申する。 

 

記 

 

 

１ 教育・保育施設 

認可保育所、認定こども園（長時間利用）、区立認可外保育施設を利用する０歳から２歳児

課税世帯の第２子の保育料について無償相当とするべきである。 

 

２ 地域型保育 

小規模保育、家庭的保育、事業所内保育、居宅訪問型保育を利用する０歳から２歳児課税世 

帯の第２子の保育料について無償相当とするべきである。 
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第５５号議案  

   令和６年度足立区立小学校使用教科用図書の採択について  

 上記の議案を提出する。  

  令和５年８月２２日  

      提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫  

 

   令和６年度足立区立小学校使用教科用図書の採択について  

 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３８年法

律第１８２号）第１３条及び同施行令第１４条の規定に基づき、令和６

年度足立区立小学校使用教科用図書を次頁から８頁までに記載の図書

のうちから採択する。  

 

 （提案理由）  

 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律及び義務教育

諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令に基づき、令和６年

度から使用する小学校使用教科用図書を採択する必要があるので、この

案を提出いたします。  
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令和６年度使用 小学校用教科書 発行者一覧 
教科  

（科目）  
図書名  発行者  

国語  

新編  新しい国語  １年～６年  東京書籍株式会社  

ひろがる言葉  小学国語  １年

～６年  
教育出版株式会社  

国語  １年～６年  光村図書出版株式会社  

書写  

新編  新しい書写  １年～６年  東京書籍株式会社  

小学  書写  １年～６年  教育出版株式会社  

書写  １年～６年  光村図書出版株式会社  

社会  

新編  新しい社会  ３年～６年  東京書籍株式会社  

小学社会  ３年～６年  教育出版株式会社  

小学社会  ３年～６年  日本文教出版株式会社  

地図  

新編  新しい地図帳  ３年～６

年  
東京書籍株式会社  

楽しく学ぶ  小学生の地図帳   

３年～６年  
株式会社帝国書院  

算数  

新編  新しい算数  １年～６年  東京書籍株式会社  

新版  たのしい算数  １年～６

年  
大日本図書株式会社  

みんなと学ぶ  小学校  算数   

１年～６年  
学校図書株式会社  

小学算数  1 年～６年  教育出版株式会社  

わくわく  算数  １年～６年  株式会社新興出版社啓林館  

小学算数  １年～６年  日本文教出版株式会社  

理科  

新編  新しい理科  ３年～６年   東京書籍株式会社  

新版  たのしい理科  ３年～６

年  
大日本図書株式会社  

みんなと学ぶ  小学校理科   

３年～６年  
学校図書株式会社  



7 

 

教科  

（科目）  
図書名  発行者  

理科  

未来をひらく  小学理科  ３年

～６年  
教育出版株式会社  

わくわく理科  ３年～６年  株式会社新興出版社啓林館  

生活  

新編  新しい  生活  １年～２年  東京書籍株式会社  

新版  たのしい  せいかつ  １年

～２年  
大日本図書株式会社  

みんなとまなぶ  しょうがっこ

う   

せいかつ  １年～２年  

学校図書株式会社  

せいかつ  １年～２年  教育出版株式会社  

せいかつ  たんけんたい  １年～

２年  
光村図書出版株式会社  

せいかつ  １年～２年  株式会社新興出版社啓林館  

音楽  

小学音楽  音楽のおくりもの   

１年～６年  
教育出版株式会社  

小学生の音楽  １年～６年  株式会社教育芸術社  

図画工

作  

図画工作  １年～６年  開隆堂出版株式会社  

図画工作  １年～６年  日本文教出版株式会社  

家庭  
新編  新しい家庭  ５・６年  東京書籍株式会社  

わたしたちの家庭科  ５・６年  開隆堂出版株式会社  

保健  

新編  新しい保健  ３年～６年  東京書籍株式会社  

新版  たのしい保健  ３年～６

年  
大日本図書株式会社  

新  小学校保健  ３年～６年  株式会社大修館書店  

新わたしたちの保健  ３年～６

年  
株式会社文教社  

小学保健  ３年～６年  株式会社光文書院  
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教科  

（科目）  
図書名  発行者  

保健  新・みんなの保健  ３年～６年  株式会社 Gakken 

外国語  

NEW HORIZON Elementary 

English Course ５・６年  

My Picture Dictionary 

東京書籍株式会社  

Junior Sunshine ５・６年  

Word Book 
開隆堂出版株式会社  

CROWN Jr. ５・６年  

My Dictionary 
株式会社三省堂  

ONE WORLD Smiles ５・６年  教育出版株式会社  

Here We Go! ５・６年  光村図書出版株式会社  

Blue Sky elementary ５・６年  株式会社新興出版社啓林館  

道徳  

新編  新しい道徳  １年～６年  東京書籍株式会社  

小学道徳  はばたこう明日へ   

１年～６年  
教育出版株式会社  

道徳  きみが  いちばん  ひかる

とき  １年～６年  
光村図書出版株式会社  

小学道徳  生きる力  １年～６

年  

小学道徳  生きる力  道徳ノー

ト   

１年～６年  

日本文教出版株式会社  

小学道徳  ゆたかな心  １年～

６年  
株式会社光文書院  

新版  みんなの道徳  １年～６

年  
株式会社 Gakken 
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第 ５ ５ 号 議 案 説 明 資 料  
令和５年８月２２日 

件    名 令和６年度足立区立小学校使用教科用図書の採択について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

１ 提案理由 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律及び同施行令

に基づき、令和６年度から使用する小学校使用教科用図書を令和５年

８月３１日までに採択する必要があるため。 

２ 採択内容 

（１）採択教科（１１教科１３科目） 

国語・書写、社会・地図、算数、理科、生活、音楽、図画工作、  

家庭、保健、外国語（英語）、道徳 

（２）採択する教科書 

「令和６年度使用 小学校用教科書 発行者一覧」（Ｐ６～８参   

照）に記載されている教科書のうちから採択する。 

３ 各委員会の開催状況 

足立区立小学校使用教科用図書採択要綱に基づき、教科用図書研究

会、教科用図書調査委員会、教科用図書審議会にて、調査研究を行っ

た。 

（１）教科用図書研究会 

５月１１日（木） 区立小学校長へ研究会報告書の作成依頼 

（２）教科書展示 

５月１２日（金）～５月２９日（月） 研究会用展示 

    ６月 ５日（月）～６月２８日（水） 特別展示、法定展示 

（３）教科用図書調査委員会 

５月１７日（水） 第１回調査委員会 

６月１３日（火） 第２回調査委員会 

（４）教科用図書審議会 

７月 ４日（火） 第１回審議会 

７月１１日（火） 第２回審議会 

７月１８日（火） 第３回審議会 

７月２４日（月） 第４回審議会 

７月２８日（金） 第５回審議会 

４ 採択資料 

   ８月２日（水） 審議会から教育委員会へ採択資料を提出 

 ５ 今後の方針 

   採択結果を令和５年８月３１日（木）までに東京都教育委員会へ報告  



 

 

 

 

10 
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第５６号議案  

   令和６年度足立区立中学校使用教科用図書の採択について  

 上記の議案を提出する。  

  令和５年８月２２日  

提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫  

 

   令和６年度足立区立中学校使用教科用図書の採択について  

 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３８年

法律第１８２号）第１３条及び同施行令第１４条の規定に基づき、令

和６年度足立区立中学校使用教科用図書を次頁に記載のとおり採択す

る。  

 

 （提案理由）  

 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律及び義務教育

諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令に基づき、令和６

年度から使用する中学校使用教科用図書を採択する必要があるので、

この案を提出いたします。  
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足立区立中学校 令和５年度現在 使用教科書一覧 

教 科 種 目 図 書 名  発 行 者 

国 語 国 語 国語 光村図書出版株式会社 

書 写 中学書写  教育出版株式会社  

 

社 会 

地理的分野  社会科 中学生の地理 

世界の姿と日本の国土 

株式会社帝国書院  

地 図 中学校社会科地図  株式会社帝国書院  

歴史的分野  中学社会 歴史的分野 日本文教出版株式会社 

公民的分野  中学社会 公民的分野 日本文教出版株式会社 

数 学 数 学 中学数学  教育出版株式会社  

理 科 理 科 新しい科学  東京書籍株式会社  

音 楽 一 般 中学生の音楽  株式会社教育芸術社 

器 楽 合 奏  中学生の器楽  株式会社教育芸術社 

美 術 美 術 美術 日本文教出版株式会社 

保 健 体 育 保 健 体 育  新しい保健体育  東京書籍株式会社  

技 術 ・ 家

庭 

技 術 分 野  新しい技術・家庭  

技術分野  

東京書籍株式会社  

家 庭 分 野  新しい技術・家庭  

家庭分野  

東京書籍株式会社  

外 国 語 英 語 NEW HORIZON  

English Course 

東京書籍株式会社  

特別の教科 

道 徳 

道 徳 中学道徳  とびだそう未来へ 教育出版株式会社  
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第 ５ ６ 号 議 案 説 明 資 料  
令和５年８月２２日 

件    名 令和６年度足立区立中学校使用教科用図書の採択について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

１ 提案理由 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律及び同施行令

に基づき、令和６年度から使用する中学校使用教科用図書を令和５年

８月３１日までに採択する必要があるため。 

２ 採択内容 

（１）採択教科 

全教科・全科目 

（２）採択する教科書 

中学校使用教科用図書については、来年度が令和２年度に採択し 

た教科書を使用する４年目にあたるため、義務教育諸学校の教科用

図書の無償措置に関する法律施行令第１５条の規定に基づき、引き

続き同一の教科用図書を採択する。 

３ 今後の方針 

採択結果を、令和５年８月３１日（木）までに東京都教育委員会へ 

報告する。 

 



20 

 

第５７号議案  

   令和６年度足立区立小学校特別支援学級使用教科用図書及び足立

区立中学校特別支援学級使用教科用図書の採択について  

 上記の議案を提出する。  

  令和５年８月２２日  

提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫  

 

令和６年度足立区立小学校特別支援学級使用教科用図書及び足立

区立中学校特別支援学級使用教科用図書の採択について  

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３８年法

律第１８２号）第１３条及び学校教育法（昭和２２年法律第２６号）附

則第９条の規定に基づき、次頁から２３頁までに記載の図書について、

令和６年度足立区立小学校特別支援学級及び足立区立中学校特別支援学

級で使用する教科用図書として採択する。  

 

 （提案理由）  

 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１３条及び学

校教育法附則第９条の規定に基づき、令和６年度の足立区立小学校特別

支援学級使用教科用図書及び足立区立中学校特別支援学級使用教科用図

書を採択する必要があるので、この案を提出いたします。  

 

 



令和６年度 足立区立小・中学校特別支援学級使用教科用図書選定一覧
（国語）

№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 国語☆☆☆☆ 東京書籍

2 中 国語☆☆☆☆☆ 東京書籍

3 中 くらしに役立つ国語 東洋館出版社

4 中 ひとりだちするための国語 日本教育研究出版

（書写）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 極める！ペン字・筆文字練習帳 コスミック出版

2 中 わかりやすい毛筆の基本 日本習字普及協会

（社会）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 小 みぢかなかがくシリーズ　町の水族館・町の植物園 福音館書店

2 小 東京パノラマたんけん 小峰書店

3 小 にっぽんちず絵本 戸田デザイン研究室

4 小 いちばんわかりやすい　
小学生のための学習世界地図帳 成美堂出版

5 中 くらしに役立つ社会 東洋館出版社

6 中 超ビジュアル！日本の歴史人物大事典 西東社

7 中 ひとりだちするための社会 日本教育研究出版

（算数・数学）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 数学☆☆☆☆ 教育出版

2 中 数学☆☆☆☆☆ 教育出版

3 中 くらしに役立つ数学 東洋館出版社

4 中 くらしに役立つワーク数学 東洋館出版社

5 中 ひとりだちするための算数・数学 日本教育研究出版

（理科）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 小 絵本図鑑シリーズ８　　やさいのずかん 岩崎書店

2 小 改訂新版　体験を広げるこどものずかん４　はなとやさい・くだもの ひかりのくに

3 小 こどものずかんＭｉｏ１２　きせつとしぜん ひかりのくに

4 小 福音館の科学シリーズ　地球 福音館書店

5 中 自立生活ハンドブック４　からだ！！げんき！？ 育成会

6 中 くらしに役立つ理科 東洋館出版社

7 中 新しい教養のための理科　基礎編 誠文堂新光社

8 中 新しい教養のための理科　応用編１ 誠文堂新光社

1
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（生活）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 小 選定本なし

（知的障害特別支援学校小学部の教科である生活※）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 小 選定本なし

（音楽）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 音楽☆☆☆☆ 東京書籍

2 中 音楽☆☆☆☆☆ 東京書籍

3 中 ＭＹ　ＳＯＮＧ　クラス合唱用　６訂版 教育芸術社

4 中 ＭＹ　ＳＯＮＧ　クラス合唱曲集　７訂版 教育芸術社

5 中 コーラスフェスティバル混声合唱曲集 正進社

（図画工作）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 小 選定本なし

（技術・家庭）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 小 ひとりでできるもん！１　たのしいたまご料理 金の星社

2 小 子どもマナー図鑑（３）　でかけるときのマナー 偕成社

3 中 職業・家庭たのしい職業科　わたしの夢につながる 開隆堂出版

4 中 職業・家庭たのしい家庭科　わたしのくらしに生かす 開隆堂出版

5 中 くらしに役立つ家庭 東洋館出版社

6 中 夢を育む技術、職業－未来に向かって 開隆堂出版

（保健・保健体育）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 小 やさしいからだのえほん４　むしばはどうしてできるの？ 金の星社

2 小 やさしいからだのえほん１　からだのなかはどうなっているの？ 金の星社

3 小 改訂新版体験を広げるこどものずかん９　からだとけんこう ひかりのくに

4 小 かがくのとも絵本　きゅうきゅうばこ新版 福音館書店

5 中 子どもとマスターする５８のからだの知識　イラスト版からだのしくみとケア 合同出版

6 中 くらしに役立つ保健体育 東洋館出版社

7 中 ステップアップ中学体育２０２３ 大修館書店

8 中 図解中学体育東京版 あかつき教育図書

（道徳）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 ４年生（採択教科書） －

2 中 ５年生（採択教科書） －

3 中 ６年生（採択教科書） －

2

※小学校特別支援学級において知的障害及び知的障害を併せ有する児童を教育する場合は、知的障害特別支援学校小学部の教科で
ある生活を選定することができる。この場合、小学校の社会・理科・生活・家庭の各教科の検定済教科書は選定できない。
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（美術）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 選定本なし

（英語）
№ 小・中 一般図書名 発行者名

1 中 ＣＤつき　絵で学ぶ小学生の英語レッスン　ＡＢＣから英会話まで 成美堂出版

2 中 CDつき　楽しく歌える英語のうた 成美堂出版

3 中 CDつき　小学生の英語レッスン　絵でみて学ぼう英会話 成美堂出版

4 中 学ぼう！英語　単語・発音・アルファベット 数研出版

3
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第 ５ ７ 号 議 案 説 明 資 料  
令和５年８月２２日 

件    名 令和６年度足立区立小学校特別支援学級使用教科用図書及び足立区立中

学校特別支援学級使用教科用図書の採択について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

１ 提案理由 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１３条及び

学校教育法附則第９条の規定に基づき、特別支援学級においては、個々

の児童・生徒にあった図書を、令和５年８月３１日までに採択する必

要があるため。 

 

２ 採択する教科書 

特別支援学級に在籍する児童・生徒の発達状況にあった図書を、次

の中から選定し教科書として採択する。 

（１）「特別支援学校用（小・中学部）教科書目録（令和６年度使用）」

（Ｐ２５～３０参照）に記載の知的障害者用教科書 

 （２）その他絶版の恐れがない令和６年度に供給が見込まれる一般図書 

   （Ｐ３１～３３参照） 

 

３ 図書選定の状況  

足立区立小学校使用教科用図書採択要綱及び足立区立中学校使用教

科用図書採択要綱に基づき、学校教育法附則第９条図書委員会（※）

を設置し、選定図書の審査を行った。 

６月 ９日（金） 特別支援学級設置校へ図書選定依頼 

７月１８日（火） 図書委員会開催 

※ 教育指導課長、こども支援センターげんき担当指導主事、特別支 

援学級設置小学校長３人、特別支援学級設置中学校長２人で構成され

る。 

 

４ 審査結果 

７月２７日（木）「令和６年度 足立区立小・中学校特別支援学級使

用教科用図書選定一覧」（Ｐ２１～２３参照）を教

育長に提出 

 

５ 今後の方針 

採択された教科用図書の名称・必要数等について、学務課から都に報

告する（９月予定）。 
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その他絶版の恐れがない令和６年度に供給が見込

まれる一般図書 一覧 

教科 小・中 一般図書名 発行者名 

国語 
中 くらしに役立つ国語 東洋館出版社 

中 ひとりだちするための国語 日本教育研究出版 

書写 
中 極める！ペン字・筆文字練習帳 コスミック出版 

中 わかりやすい毛筆の基本 日本習字普及協会 

社会 

小 
みぢかなかがくシリーズ  

町の水族館・町の植物園 
福音館書店 

小 東京パノラマたんけん 小峰書店 

小 にっぽんちず絵本 戸田デザイン研究室 

小 
いちばんわかりやすい 小学生のための学

習世界地図帳 
成美堂出版 

中 くらしに役立つ社会 東洋館出版社 

中 超ビジュアル！日本の歴史人物大事典 西東社 

中 ひとりだちするための社会 日本教育研究出版 

算数・ 

数学 

中 くらしに役立つ数学 東洋館出版社 

中 くらしに役立つワーク数学 東洋館出版社 

中 ひとりだちするための算数・数学 日本教育研究出版 

理科 

小 絵本図鑑シリーズ８  やさいのずかん 岩崎書店 

小 
改訂新版 体験を広げるこどものずかん４ 

はなとやさい・くだもの 
ひかりのくに 

小 こどものずかんＭｉｏ１２ きせつとしぜん ひかりのくに 
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教科 小・中 一般図書名 発行者名 

小 福音館の科学シリーズ 地球 福音館書店 

中 
自立生活ハンドブック４  

からだ！！げんき！？ 
育成会 

中 くらしに役立つ理科 東洋館出版社 

中 新しい教養のための理科 基礎編 誠文堂新光社 

中 新しい教養のための理科 応用編１ 誠文堂新光社 

音楽 

中 ＭＹ ＳＯＮＧ クラス合唱用 ６訂版 教育芸術社 

中 ＭＹ ＳＯＮＧ クラス合唱曲集 ７訂版 教育芸術社 

中 コーラスフェスティバル混声合唱曲集 正進社 

技術・ 

家庭 

小 
ひとりでできるもん！１  

たのしいたまご料理 
金の星社 

小 
子どもマナー図鑑（３） 

でかけるときのマナー 
偕成社 

中 
職業・家庭たのしい職業科  

わたしの夢につながる 
開隆堂出版 

中 
職業・家庭たのしい家庭科  

わたしのくらしに生かす 
開隆堂出版 

中 くらしに役立つ家庭 東洋館出版社 

中 夢を育む技術、職業－未来に向かって 開隆堂出版 

保健・ 

保健体育 

小 
やさしいからだのえほん４  

むしばはどうしてできるの？ 
金の星社 

小 
やさしいからだのえほん１  

からだのなかはどうなっているの？ 
金の星社 

小 
改訂新版体験を広げるこどものずかん９ 

からだとけんこう 
ひかりのくに 

小 かがくのとも絵本 きゅうきゅうばこ新版 福音館書店 
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教科 小・中 一般図書名 発行者名 

中 
子どもとマスターする５８のからだの知識 

イラスト版からだのしくみとケア 
合同出版 

中 くらしに役立つ保健体育 東洋館出版社 

中 ステップアップ中学体育２０２３ 大修館書店 

中 図解中学体育東京版 あかつき教育図書 

英語 

中 
ＣＤつき 絵で学ぶ小学生の英語レッスン 

ＡＢＣから英会話まで 
成美堂出版 

中 ＣＤつき 楽しく歌える英語のうた 成美堂出版 

中 
ＣＤつき 小学生の英語レッスン  

絵でみて学ぼう英会話 
成美堂出版 

中 学ぼう！英語 単語・発音・アルファベット 数研出版 
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